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株式会社ボーネルンド 

 
行政と連携し、子どもが自由に、多様なあそびを体験できる公園開発をサポート 

「安城産業文化公園デンパーク」内に屋内外のあそび場をプロデュース 

国内最大級、高さ12mの木製遊具も導入！市の自然や文化に触れ合えるあそび場がオープン 
 
 
子どもの健やかな成長に寄与することを目的に、教育玩具の輸入・開発・販売とあそび環境開発を行う株式

会社ボーネルンド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、2018年 3月にリニューアルオープ

ンする愛知県安城市の「安城産業文化公園デンパーク」内の一部エリアに、屋内外のあそび場をプロデュー

スします。 
 

 自由に多様なあそびを楽しめる…公園のあるべき姿を、あそび環境の創造を通して提案              

ボーネルンドは、子どもが思う存分体を動かし、自由に遊べる環境を創出するため、行政と連携したあそび場

開発の取り組みを積極的に行っています。 

昨今、公園の遊具が安全管理の問題から撤去されたり、騒音や近隣のトラブルの種になるとして利用に制限

がかけられるなど、外で存分に遊べる環境が少なくなっており、子どもの体力やコミュニケーション能力の低

下といった問題が表出しています。こうした状況の中で、今回当社がプロデュースするあそび場は、公園のあ

り方が問われる現代において、本来の公園のあるべき姿をあそび環境の創造を通して提案するものです。当

社は、今後も行政との取り組みを積極的に推し進め、より豊かなあそび環境づくりに取り組んでまいります。 
 

 天然木を使った国内最大級の遊具も！ 幅広い年代の子どもが自然や文化に親しめるエリアがオープン    

「安城産業文化公園デンパーク」は、愛知県安城市の代表的な公園の一つです。安城市は、豊かな自然に囲

まれ、農業が盛んに行われていることから、かつて農業先進国のデンマークになぞらえ「日本デンマーク」と

呼ばれていました。当施設は、こうした自然や市の文化に親しめるよう整備されました。また、安城市はデン

マークのコリング市と姉妹（友好）都市提携を結んでおり、同市と様々な形で交流を深めています。2016 年に

は累計入園者数が 1,100万人を超え、地域に愛される人気の公園として運営されています。 

当施設は、今年で開園 20周年を迎えたことを契機に、より市民に親しまれる魅力的な公園づくりを目指して、

「子どもも楽しいデンパーク」をコンセプトに、当社と連携しリニューアルを行います。今回の連携は、当社と他

の自治体が共同開発したあそび場の事例が、子どものあそびの促進や地域コミュニティの活性化といった、

社会貢献につながる効果を認められたことから実現しました。 

当社がプロデュースしたエリアでは、木登りのようなチャレンジができる、国内最大級の高さ 12m にもなる大

型遊具がある屋外あそび場「風車の広場」、自然とのふれあい遊びが体験でき、親子の憩いの場となる屋外

あそび場「子ども広場」、天候に左右されず、幅広い年代の子どもが発達や興味に応じて自由に遊べる室内

あそび場「マーガレットハウス」の 3つの施設が、新たにオープンします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 11月 30日 
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【 屋外エリア 「風車の広場」 】 
 

 国内最大級、12mの木製大型遊具が新登場！全身を使ったあそびで、子どもの挑戦心を育もう 
 

「風車の広場」は、森の中で木登りをするような、ダイナミックなあそびにチャレンジできる屋外あそび場です。

当エリアには、天然木の質感を生かしたドイツの「ジクホルツ」社の、国内最大級（高さ 12m）の大型遊具を導

入。小学校中～高学年の子どもが、登る・下りる・ぶら下がる・背伸びをする・バランスを取るなどの全身運動

を、まるで自然の中で遊んでいるかのように体験することができます。高低差のある遊具で遊ぶことで、楽し

みながら危険を予測する力や課題解決能力を育みます。また、幼児～小学校低学年の子ども向けに、汽車

や車、小屋をモチーフにした想像力をかきたてる木製遊具も用意。子どもたちは開放的な屋外で、思う存分遊

ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 あそびにおける「危険」について 】 
 

子どものあそびを取り巻く環境に潜む「危険」には、子ども自身が避けられる「リスク」と、避けられない「ハ

ザード」の 2種があり、この内のリスクについては、子どもが自ら認識し解決していくことで、危機を予測す

る力や課題解決能力を育むことができると当社では考えています。そのため、子どもが各々の身体能力

に合ったリスクをあそびの中で経験することを重視しています。当社は、あそび環境づくりにおいて「リス

ク」を適切に管理し、「ハザード」を徹底的に排除することで、子どもの安全を確保しながら、健やかな成長

を促すあそび場作りをしています。 

あそび場・遊具イメージ 



 

【 屋外エリア 「子ども広場」 】 
 

 自然とのふれあい遊びが楽しめる！デンマークの遊具が揃った親子の憩いの場 
 

優れたデザイン性や安全に配慮された作りで親しまれる、デンマークの「コンパン」社の遊具が揃う屋外あそ

び場です。当エリアは乳児から遊ぶことができ、自然とのふれあい遊びができる環境も整っており、手や体の

感覚を刺激し想像力や創造性を育みます。当エリアには、親子の憩いや子どもの見守り、親同士の交流の場

として利用できる休憩スペースも設け、地域コミュニティの活性化も推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 屋内あそび場 「マーガレットハウス」 】 
 

 天候や気候に左右されない、赤ちゃんから幅広い年代の子どもが自由に遊べる室内あそび場も！ 
 
マーガレットハウスは、雨の日や冬の寒い日でも、天候に左右されずに「こころ・頭・からだ」のすべてを使って遊ぶ

ことができる屋内あそび場です。当園ならではの、北欧をイメージした外観・空間デザインとし、快適なあそび環

境が整っています。あそび場には、幅広い年齢の子どもが体を動かして遊べる大型遊具のほか、創造力を養

うブロック遊びや、社会性・コミュニケーション能力を育むおままごとの遊具も。当エリアには、子どものあそび

と成長に関する専門スタッフ「プレイリーダー」が常駐し、「楽しそう」「やってみたい」という気持ちを引き出しな

がら、親子のあそびをサポートします。また、何度訪れても新しいあそびが楽しめるよう、子どもの年齢や興

味に合わせて、定期的な遊具の入れ替えも予定。赤ちゃんが安全に楽しく遊べるエリアやおむつ替えスペー

ス、授乳室も完備し、幅広い年代の親子が安心して楽しく遊ぶことができます。 
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施設内観イメージ 



 

 

 「安城産業文化公園デンパーク」概要                                             

・ 所 在 地 愛知県安城市赤松町梶 1 

・ 施 設 面 積 約 13ヘクタール 

・ 運 営 管 理 公益財団法人安城都市農業振興協会 

・ 電 話 番 号 0566-92-7111 

 

 行政と連携したあそび場の開発 事例紹介                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ボーネルンドについて 】 
ボーネルンドは、あそびを通して子どもの健やかな成長に寄与するため 1981年に設立し、一貫して“あそびの道具
と環境”を提供する事業を展開。一般家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道具”を提案、
全国 83 ヶ所で店舗を展開しています。同時に幼稚園や保育園、公園などに高品質な大型遊具や教育道具の提供
を含めたあそび環境の開発を行っており、現在までに手掛けた実績は国内約 3万 5千ヶ所まで拡大しています。ま
た、2004 年からは、子どもが遊ぶ機会を増やすために、親子一緒に様々なあそびを体験できる室内あそび場「キ
ドキド」事業をスタート。全国 22ヶ所、年間272万人以上、「キドキド」のノウハウを取り入れた地方行政の室内あそ
び場を含めると全国約 30 ヶ所、年間 350万人以上の親子が訪れています。 

 

 

 

 

≪報道関係の方のお問い合わせ先≫ 

株式会社ボーネルンド 広報室 

担 当：金山、村上  

T E L：03-5785-0860 

E-mail：public-relations@bornelund.co.jp 

株式会社プラップジャパン 

担 当：丸山、竹之下 

T E L：03-4570-3191 

E-mail：bornelund@ml.prap.co.jp 

≪一般の方のお問い合わせ先（ご掲載用）≫ 

株式会社ボーネルンド   TEL：0120-358-518（月～金 10:00～17:00） 

 

■ 「プレイヴィル 天王寺公園」 

（大阪府大阪市 2015年オープン） 
 

整備が行き届いていなかった大阪府

大阪市の天王寺公園を、地元の人々

に愛される場所として復活させるため

に、再開発事業の一環として当施設を

開発しました。大小様々な遊具で全身

を動かしたり、砂や水などの自然に触

れたり、汚れを気にせずお絵描きや自

己表現をしたりできる環境が整ってい

ます。 

■ 「あかがねキッズパーク」 

（愛媛県新居浜市 2016年オープン） 
 

I ターン、U ターンなどの移住・定住の

促進を柱に地方創生に取り組む、愛媛

県新居浜市で、移住者をひきつける魅

力あるまちづくりの一環として、観光施

設「マイントピア別子」をリニューアル。

シニアも子どもと一緒にゆっくり過ごせ

る環境を追求し、周りの豊かな自然と

調和するような、木の素材感を生かし

た環境を作りました。 

■ 「ころころひろば」 

（北海道網走市 2017年オープン） 
 

北海道立オホーツク公園は、再整備事

業の一環として屋内遊戯施設「ころころ

ひろば」を開設。天候の影響により屋

外で遊ぶ時間が限られる子どもたちの

ために、ボーネルンドと協業して季節を

問わず思い切り体を動かして遊べる環

境をつくりました。北海道の自然をモチ

ーフにした開放感のある空間で、あら

ゆる年齢の子どもたちが思い思いのあ

そびを満喫できる環境です。 


